
元

気

に

走

る

子

、

供

た

ち

・

3
申
一
盟
小
で

川
川
平
塚
融
捕
監
哲
也
管
内
老
人
た
ち
は
、
一
人
事
や
U
由
弔
安
夜

間
の
九
コ
的
地
食
味
出
か
こ
ち
つ
つ
も
、
立
ち
ス
っ
た
ζ
と
ほ
遠

山

所

に

、

ζ
の
ほ
主
主
爆
し
ザ
お
し
た
ηら
な
い
。
そ
ζ
主
義
、

山

川

し

い

苦

拍

絵

が

飾

ム

£

男

震

は

「

闘

っ

た

ご

と

が

あ

っ

山

岳

れ

、

殺

師

開

設

な

眠

た

ら

お

巡

D
さ
ん
に
何
で
も
茜
い
付
け
て

州

尺

露

両

日

お

る

い

い

〈

だ

さ

い

」

主

主

的

た

襲

撃

級

制
山
口
ろ
ど
白
を
き
そ
い
を
屈
け
さ
せ
た
。
か
ね
ず
お
穴
合
派
出
所

側

〉

る

U

贈
U
主
ほ
、
花
の
若
い
お
巡
D
さ
ん
と
仲
亡
に
な
っ
て

九
月
二
十
七
月
の
平
塚
市
議
会
一
会
開
利
同
十
六
年
と
ろ
か
ら
旭
・
岳
山
川
口
地
な
ど
、
集
団
も
化
の
傾
向
が
あ

q

m

水
川
畔
「
独
同
居
す
る
む
装
師
寺
中
ん
は
、
ζ

白
手
配
鷲
い
ι
r
h
く

識
で
、
錯
誤
二
十
何
倍
ド
千
六
百
万
山
口
只
が
、
つ
づ
い
て
間
的
・
域
品
担
以
げ
が
ま
す
辛
子
P
A
T
市
墳
に
わ
た
っ
て
氾
遥
宇
一
則
牧
野
J

次
郎
し
さ
ん
。
開
閉
品
側
、
親
切
な
お
巡
hu事
ん
た
ち
ぺ
む
お

余
に
お
L

ふ
れ
小
一
般
会
計
禄
正
予
算
f

可
そ
れ
ぞ
れ
む
び
て
き
て
い
ま
す
。
持
の
用
加
は
、
そ
の
は
げ
し
さ
キ
加
え
山
川
こ
の
絵
飾
岳
れ
礼
に
と
、
精
魂
ζ
め
宇
品
描
い
た
カ
1
丸
1

決
さ
れ
詐
レ
た
。
乙
白
中
に
は
、

lk杭
乙
の
傾
向
は
、
安
吋
事
品
川
P

治
的

ω
て

き

て

い

晶

子

。

似

た

裏

正

は

、

警

軍

当

ジ

ョ

ン

・

ア

ジ

す

イ

@

パ

ラ

一

な

ど

花

の

山

畑

中
望
小
言
の
言
葉
、
人
H
H
小
関
係
か
白
、
問
山
地
問
辺
と
桜
川
七
教
主
民
会
主
的
介
第
二
次
珂
マ
夜
間
局
の
名
人
へ
の
祭
給
九
点
を
寄
贈
し
た
。

学
慌
の
校
井
M
m
築
、
府
間
出
小
学
校
の
枚
以
の
一
上
町
内
品
川
辺
九
は
じ
ま
っ
九
八
人
再
縦
山
崎
司
前
L
よ
る
と
、
昭
五
五
T
一
一
仰
い
配
慮
と
、

ζ
れ
「
感
謝
し
た

}
A墓
古
拙
仏
献
を
贈
っ
た
牧
野
さ
ん
は
、
東
京
浅

今
壁
新
明
書
よ
円
神
間
巾
学
校
口
完
《
M
が
、
辺
部
白
川
闘
い
回
帰
年
度
の
公
主
は
二
万
四
千
五
百
五
十
川
し
の
さ
閉
伯
レ
rの
う
る
わ
レ
い
、
お
交
流
草
の
漢
震
の
壁
に
住
ま
れ
、
中
学
を
出

の
校
合
新
指
に
か
か
る
説
計
・
地
和
訓
か
ら
凶
北
部

ω日
係
民
用
へ
と
お
レ
よ
何
人
、
六
百
↓
一
一
1

寸間

mJ組
、
中
年
並
は
州
知
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
る
と
闘
車
窓
忠
し
、
川
端
爾
学
控
L
学
hu

書
証
言
ま
れ
て
い
ま
7
。

せ

て

い

っ

た

E
9如
実
正
雲
わ
し
九
平
八
百
平
玄
人
、
二
百
四
十
八
学
側
去
る
一
日
、
政
府
議
哀
し
高
霊
童
武
一
一
、
重
警
に
襲
、
の
ち
渡

こ
れ
は
、
童
福
却
し
つ
つ
あ
る
で
い
ま
す
。
ま
た
住
宅
の
建
築
一
形
態
も
雪
、
と
と
し
か
ら
比
べ
る
と
四
年
間
州
苦
言
、
金
、
物
、
あ
一
一
一
方
面
に
わ
吉
正
宇
勉
強
主
。
襲
、
棄
が

量
パ
徒
に
対
処
ず
是
め
宮
崎

5
6は
一
…
一
戸
建
て
車
問
ア
パ
ー
ト
白
に
小
学
生
が
七
J

十
人
、
中
学
生
が
一
一
字
削
た
る
喜
一

Z
b号
、
と
ぞ
に

i
z
z
z
日
得
意
だ
が
、
カ
メ
ラ
、
裏
に
も

開
発
訂
引
出
足
し
た
が
い
、
昭
和
友
中
年
率
つ
な
パ
ラ
等
性
宅
が
内
心
で
あ
白
書
人
も
地
加
す
る
と
召
還
ま
れ
て
い
側
平
均
寿
命
の
伸
び
に
よ
っ
て
、
老
…
し
“
造
襲
ノ
¥
辛
子
詰
十
六
年

度
に
建
県
伊
一
予
定
し
て
い
お
岐
阜
汀
新
掴
ま
し
た
が
、
近
年
は
県
芦
横
内
街
地
主
主
J
o

と
れ
ら
の
増
加
に
計
処
す
る
に
側
人
は
去
婦
だ
け
、
あ
る
い
は
一
人
P

，
…
閣
も
や
っ
て
い
る
底
流
入
。
七
ヰ

鳴
工
事
の
下
準
備
乙
い
う
こ
と
子
。
は
じ
め
、
障
の
小
昼
間
縄
童
は
、
疑
義
寝
室
築
は
も
ち
完
州
委
F
D
す
い
こ
と
の
可
能
性
が
大
き
さ
り
前
か
ら
平
塚
に
居
住
。

日
刊
は
、
小
合
中
学
校
の
同
町
童
パ
徒
が
む
一
一
昨
円
必
挙
式
一
同
J
l

宅
、
神
川
の
県
の
こ
と
、
と
と
し
開
校
し
た
中
原
塁
側
〈
な
白
、
1
4
侵

へ

の

不

安

が

高

き

お

…

εど
も
と
4
4
人
世
大
切
ぶ
し
て

護
送
金
-
一
年
前
に
比
べ
て
、
ト
羽
生
長
公
社
団
地
、
そ
れ
民
地
区
警
合
め
て
、
昭
和
五
十
一
一
一
年
度
ま
で
州
っ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
包
と

E
Zれ
る
の
が
異
的
文
化
室
戸
、

取
お
は
げ
レ
い
テ
ン
ポ
予
期
加
し
て
に
計
制
己
れ
て
い
台
衣
ー
雲
間
ゃ
に
最
新
で
な
け
れ
ば
さ
な
い
と
附

ζ
の
よ
一
フ
な
爵
昔
、
一
人
再
引
次
老
人
を
訪
問
し
て
く
れ
あ
撃
の

い
る
市
町
村
議
に
指
定
し

J
石
市
棋
だ
字
削
問
内
定
地
公
社
の
而
¥
屈
し
て
い
去
す
。
山
川
ら
し
の
老
人
の
議
案
す
セ
う
綴
;
配
慮
は
ほ
ん
と
に
宵
難
と
と
感

軒

家

襲

撃

震

ず

る

た

め

こ

側

と

、

県

警

同

昨

年

か

三

人

を

元

議

し

て

答

。

必
要
事
業
費
に
つ
い
よ

ι
よ
ち
よ
い
学
校
麓
墳
を

T
E
R喜一
間

以

上

繍

野

…

ij/一信
号
、
暴

特

別

な

援

助

ヂ

ず

る

こ

と

に

し

で

い

ま

州

日

目

的

ず

ゐ

よ

吉

県

内

の

各

鄭

議

班

尚

一

…

L

R

前
中
ほ
教
会
へ
、
午
後
は
ζ

ど
も

す
。
石
塚
市
は
、
小
学
校
が
完
円
十
小
k
r
校
お
よ
ひ
中
学
校
の
よ
之
議
開
〈
と
ζ
ろ
に
よ
る
と
、
相
模
鼠
市
制
昔
指
導
し
T
い
る
が
、
宇
挙
第
一
議
移
a

た
ち
に
絵
〉
教
え
て
い
る
φ

ア
ト

ム
ハ
年
度
か
ら
、
出
宇
和
日
昭
和
凶
十
九
震
活
λ

一
校
は
、
設
の
こ
と
な
が
を
は
じ
め
、
藤
沢
市
、
大
利
市
宮
、
制
零
点
、
す
吉
凶
十
五
主
交
…
ロ
エ
に
荒
谷
署
長
か
ら
の
感
謝

霊
皆
、
こ
の
量
ノ
徒
急
増
市
町
ら
、
z

量
一
黙
の
子
院
の
す
べ
て
竺
童
話
魚
富
市
選
、
富
疑
問
こ
れ
主
仔
じ
て
い
る
。
阿
君

a
e
s
-
-
:
扇
状
が
か
か
官
れ
、
龍
一
一
石
町
絶

対
に
君
主
て
い
ま
す
c

一
定
の
遊
J
M訟
に
し
た
が
っ
て
就
学
宗
室
柴
控
室
蹄
な
ど
か
ら
、
新
制
調
迭
に
よ
れ
ば
、
市
内
実
主
歳
以
上
撃
悲
一
言
霊
と
に
替
え
主
義

モ
ζ
で
教
育
委
員
会
は
、
明
如
何
?
さ
ぜ
な
け
れ
ば
な
灼
ま
せ
ん
c

設
校
の
建
設
「
担
当
若
労
し
て
い
る
よ
側
担
一

A
棒
、
わ
し
の
老
人
は
百
出
十
三
入
者
と
な
れ
』
次
自
撃
の
器
官
か
か
汐
一
て
己

い
一
一
年
の
第
一
吹
山
平
日
再
編
属
に
引
と
も
比
例
市
は
同
和
凶
寸
九
年
度
事
業
と
し
て
う
で
す
。
仰
で
、
回
目
h
十
人
、
女
討
ニ
入
で
あ
る
c

を
励
ま
し
て
い
る
。
恩
師
副
首
向
島
蕪
待
自
捕

さ
、
言
新
設
事
一
出
土
し
喜
一
己
小
f

校
、
金
虫
採
横
内
小
小
学
庁
一
塁
間
総
語
、
ζ

と
し
十
川
と
の
老
人
た
ち
を
、
童
日
さ
ん
が
月
め
写
り
嘩
は
や
ら
テ
、
コ
l
ヒ

4
3

器

産

需

要

警

警

ζ
と
学
校
の
号
室
と
転
真
正
義
主
主
一
千
万
人
台
高
復
、

ζ
れ
側
一
回
以
と
(
不
合
二
回
以
占
巡
量
パ
コ
主
主
む
。

し
の
五
庁
長
吉
て
、
と
の
裂
に
(
大
野
ぎ
の
新
設
工
事
浄
示
、
か
ら
昭
和
六
十
町
民
ま
で
缶
々
増
義
棚
田
、
震
真
宗
、
岩
間
心
、
話
芸
術
室
長

tは
る
一
号
、
宮

寄
め
て
い
ま
T
。

さ

ιに
土
門
開
発
公
社
に
J
っ
て
仮
軒
先
日
る
第
二
次
の
ペ
ピ
1
ブ
ー
ム
期
に
入
間
ま
り
防
犯
、
交
子
安
全
お
湾
、
心
ト
悩
み
ま
で
一
務
答
申
る
の
み
と
い
う
。
六
十
九
緩

j

:

;

部
町
学
校
ゑ
円
ヤ
向
崎
地
区
お
よ
ぴ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
塚
市
仰
の
相
談
な
ど
に
応
じ
て
い
る
。
そ
し
て
と
だ
が
十
議
会
く
島
君
。
住
所
は
平
塚

準

え

続

け

る

戸

地

ほ

の

一

ぎ

の

重

工

事

行

も

J
r安
守

ま

す

芸

人

地

の

葉

山

〈

長

男

監

忌

に

こ

人

謡

fC
露
五
一
二
上
ハ
セ

究
章
生
徒
数
っ
て
い
手
。
美
子
王
十
年
度
に
に
ま
た
酎
辞
重
に
、
苦
し
い
量
制
空
「
八
を
よ
ろ
し
ぞ
た
の
み
ま
す
」
金
支
・
名
書
光
・
広
報
モ
一
一
三

も
仮
称
込
書
A
小

平

君

主
1

一
一
事
、
に
立
た
♂
れ
る
こ
と
と
尽
わ
れ
手
。
間
そ
か
け
ず
と
る
と
い
フ
e

昭
和
四
十
九
不
皮

J
A
H
バ
↓
訂
綿
神
L
E
咋
校
の
校
合
新
築
工
事
(
ウ
ん
凶
市
は
、
毎
年
十
億
守
b
二
↓
蝿
宿
泊
に
山
川

在
)
の
沼
窒
庁
↑
一
拡
教
戸
川
小
学
校
が
J
J

後
、
商
品
叩
供
料
内
品
口
唱
。
仇
称
第
一
日
抑
的
。
竹
速
す
る
一
学
校
連
設
費
を
計
上
す
る
と
川

九
校
、
一
万
七
千
同
百
七
寸
一
一
一
人
、
包
小
戸
一
校
校
舎
に
転
財
)
、
そ
の
他
府
開
設
と
も
に
、
m
m
利
回
13ハ
年
「
宅
制
開
発
側

一H
汽
十
八
子
組
、
中
学
校
が
九
校
、
六
校
校
内
の
用
棋
上
吾
首
伊
予
定
し
て
ド
ま
指
嘩
要
綱
bv定
め
て
、
乱
開
発
を
お
さ
川

千一一…百十f
J
J

ご

入

、

百

六

十

一

苧

級

と

す

。

え

亙

一

方

、

一

千

早

方

肘

以

上

白

閉

出

発

問

な
っ
て
い
ま
す
。
宅
福
住
徒
数
の
推
計
は
、
転
入
し
亡
事
業
掃
に
対
し
て
は
、
一
定
の
審
議
に
川

と
れ
ま
で
の
市
内
の
照
ぜ
民
生
徒
の
推
〈
る
家
族
の
配
齢
中
世
帯
樺
比
に
よ
っ
し
た
が
っ
た
卓
校
t
滋
PA出
帆
さ
せ
、
山
山

移
泌
氏
地
域
的
に
み
て
み
ま
す
と
、
戦
付
慌
て
も
式
声
と
た
右
喜
れ
、
井
常
に
む
ず
ま
た
は
ふ
の
土
地
「
相
当
す
る
金
銭
を
山
川

む
ベ
ピ
l
ブ
ー
ム
の
関
係
か
ら
、
昭
和
か
し
い
も
の
三
人
士
の
上
に
治
犯
数
日
前
μ
刊
さ
ぜ
て
、
笠
事
教
育
に
官
白
押
が
お
州

三
十
三
年
な
ろ
を
ど
7
i
タ
に
年
々
減
つ
に
見
合
う
教
室
空
港
献
す
る
た
め
に

ζ
bな
い
よ
古
つ
努
め
て
い
ま
す
。
似

て
き
た
も
の
が
、
問
和
三
十
年
代
常
半
は
、
は
じ
め
に
も
ふ
れ
た
九
月
の
市
議
開
H
の
平
援
を
に
な
5
明
る
い
一
万
一
丸
山
川

か
ら
の
警
の
高
室
長
と
、
そ
れ
に
告
で
可
決
さ
れ
た
設
計
・
地
震
重
委
な
子
供
た
ち
に
は
、
前
言
雪
景
持
た
制

伴
う
人
口
白
都
市
へ
の
集
中
化
に
よ
臼
託
料
の
よ
う
に
、
実
際
に
は
二
年
も
先
せ
、
健
会
な
体
と
た
く
ま
し
い
精
神
を
間

ま
ず
昭
和
田
十
年
む
ろ
か
ら
大
野
地
底
の
昭
和
五
寸
一
年
四
月
に
入
っ
て
く
る
培
つ
に
声
高
、
よ
白
よ
い
環
境
宇
蛍
議
仰

が
想
議
に
増
加
し
、
続
い
て
昭
和
田
寸
子
慌
た
ち
を
見
込
ん
予
措
備
し
な
け
れ
し
て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
お
く
ら
せ
側

一
一
一
年
な
る
か
戸
田
神
F
地

民

が

、

さ

ら

に

ば

な

ら

な

い

も

の

て

す

。

た

い

も

の

で

す

@

州

制
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綴
廃
車
輪
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吉
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くお互いに毒事かな

環境をつくりましょう>

務E主翻意提言霊/市役所管(22) 号

ベ訟法種相談・弁護士・毎月額3向車B .12時~16時〈人数出民有〉
人権法書相談，人権抑議委員，径月第1土曜日・ 138を'-16持
行政苦婿相談・行政相談員・毎月第1τt醗 8・13時 -16時
登記相談・!3Jy;古書士司毎月第 2金曜日 .13時~1器時

宅地建物栢談・弁護cl ・鰐月第 1 金羅臼 .13時~16時〈人数制袈有〉

心配むと相談島民生委員・毎月第七鰐3月曜日・草炭ト15時
高齢者務様相議@県社会福祉協語絵静原・毎週オ〈曜日~ 5 i圏め除〈・ 10時~l由時
発邸考罪ど特許〉相談・弁琵富士・毎月第2;盟自の月曜5 ・1∞寄-15時
下請取引巡回あっせん・掃工業振興会議員惨桂月第3木輝B13時原子

a問盟主主活コンヨテノレ占ントー主主1草木醒日・ lC時-15碍

くださ
福祉察毒事務者密談窓
母子相談怠母子相談員・平日、昔時'"'-'15時30分 e
家主主児翠相談，家庭児E童相談員制平日、 9 持~1関寺・

湾少年額霊誕祭/務少王手渡内

青少年相談ー青少々ヰ日談話@平日、 9時-16時 a常設

書喪主主摺談窓/;議F喜怒rz:行革支セン/ター智(22)
教首相談，野道月・ 71<.金・土趨B・9時-17時
うど通事故相談・侵週水諜臼・ IOS寺~16時何時苧受付〉

宅地建物招淡・毎月第1金 1む時-16時 (8腎却受付総混有〉
法種相談・毎月第2、第3、第4金曜日・ 13時-16時

(8時半受吋人教信j隈有〉
相談 e毎i毘火曜日、木曜日・ 2時-16時

毎月第じ鰐3加富田・ 10時-16時
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日
ば
か
り
な
一
日
仕
事
担
体
み
、
子

P
も
め
た
め
に
酬
明
単
く
か
b
お
に
ぎ
担

を
つ
く
っ
て
四
サ
ー
ビ
ス
。

間
四
児
た
ち
も
お
母
さ
ん
が
一
棋
の
た

め
か
、
あ
ま
え
た
担
、
す
ね
た
D
し
て

い
た
が
、
時
間
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
晶
む

に
つ
れ
、
運
動
場
狭
ま
し
と
飛
ん
だ
D

は
ね
た
り
し
は
じ
め
た
。

齢
わ
D
が
終
わ
D
、
お
弁
当
の
時
間

に
大
き
な
お
に
ぎ
D
軒
貴
べ
て
い
る
子

P
Eら
に
「
埋
動
会
長
し
い
?
」
と
た

ず
ね
る
と
、
「
円
J

ン
」
「
オ
モ
チ
ロ

イ
」
「
玉
入
れ
オ
モ
デ
ロ
カ
ッ
h
Z
」

「
ぽ
〈
網
間
引
き
」
「
マ
マ
と
お
じ
い
ち

ゃ
ん
き
て
い
あ
の
」
と
、
次
々
と
=
克
気

〆
な
等
与
凡
が
飛
ぴ
出
し
て
き
た
。

さ
め
や
か
な
私
権
れ
の
笠
の
下
、
モ

れ
は
唱
相
手
の
雪
組
が
感
じ
ら
れ
る
よ
呈

な
、
殺
し
い
ふ
ん
い
匁
の
想
曲
刷
会
だ
っ

た。

E青色母をきはこんなに脊fll(税額〉
・青色申告白人 78，70C内
・白色申告白人 203，2∞円
f所得f額200万戸4で、家族従事告 1
入、技聾税族2人旺場合のPJ;得税ー住
民税 a 王手L主主税じて合計税額〉

5ち青色申告のできる人
事業序得く営詩ゑ農業、その他の奪三長ヲ

不動所得 f枇代、家賃の収入〉、山

林所有者白ある人

G:禽色申告についてのご絞談は

・平塩税務署 CTE L (22) 1400 
同組42)
・平揮者色申告会 (TE L (22)3220) 

-平塚市浅間田了 9-1

相模!iIをきれいにする協議会事務煽

f市環境部公害課〉

毒患 a椙構j討をきれい{こする協議会

豆!1霊匂 f 老衰の)11(JIIと生活、 111と子供、 111
をヘ7告、 111と自然j

サイズ・自炉、 (47WJ_)、刀:フー ζキャピ九
ιL上〉

締罰担 a昭和50年 2月15詩

主 獲軍e司之さ奈の郎，:fi':c!布市可の恥で観1己主

iこ慌/lている写生作品{ネ党五)

写生会。 10丹2C日(臼} 午諮問吋30分~午鵠

2時 (f日天の時合10月21包}

会場 e出街乎頂上位、場

作品。小写生年のI'W-3Je生7、問古

学年の;li)(4-6if..ili).中学生の邸宅

仇殺の部(高技生以上).21，見の部
韓め切り'1l月 98 'l'塚市観止協会$T:ii渇

{市役所商工課内議~fC町 9-1)

または市内紙文兵器忽合加盟T占へ

主鋪司王F塚市絞光協会



平
塚
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右
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さ
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。
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閉
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む
よ
ー
つ
に
な
る
が
、
大
切
な
あ
の
で
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み
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送
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め
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。
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②
蕃
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れ
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と
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刊
叫
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鴎
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ま
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介
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光
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。
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摺
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流
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♂
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菅
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4参揮月寓賭しています。

盟主す懇・第1耳f:=接種さ告白に事竜3か
Jヲを経過して、 6iJ'月未満白乳児
(3侶〉健康上の理由で受げられ
なかった人は、 2歳来満白うちな
ら受けられます。

接種間関は2[OJ 3恩とも 3週間か
ら呂週間の院で3回受ける。
第 2草書=二第1閉が完了した入で、
接種当日に第1朗自3@l自の接種
臼1;'ら1年のをすぎて、 1年
67か月までのん了間(1白〉健綾上
自理由で受けられなかった人は、

1年の綴間をすぎて、 2革までむ
砲に受けられます。

鍔 3筋立昭和50符 4月小学校入学予
定児 (49年10Jlから50年 3月までの
潤に受けてください〉

臨時間・時20分-15時まで@ただ
し来印の会主14時-15時。
輔巡回臼程

[10月3
22日大野公民館横内団地集会場
民投民公民館

238 須潔公民主官 民松原会長盟富

※金ff1公民館

24日 平塚保陪mi' 九巳公民皆宮
予知わ央農協上呈主好

III Fll 
19日大野公民館構内田地集会場
民主国公民館

ps' 
、

とき

ととろ

部臼〈日〉

昌時30分~料金河口丹
φ曲呂

ベノレy才一ズ

「ロ}マの裁肉祭」序曲

ドグォノレjP-;:!7

吾、諜合専のためQ)-¥:レ

ナ}ド

チヤィコフスキー

交饗出番へ究豆腐

間ιιと¢間隔〉
重曹がJ潤・ 13時30分-15時まで。ただ
し京印¢会場は14府;.-....15時。
護軍組問呂重量

10月初日神田公民館八幡公民館
出掛島公民館

。30日須賀公民館探松原公民
館民金自公民館

ク 31fj 横内田虹集会主語 大野会
E号館出豊百7公民館

11月 1日平或保fif所世l公尽安官
民>.:þ3'~Æ菱協ご仁F、支所

". 5日 中原公巨注目ず臼公民館
メ踊会R熊

". 6臼 花ガて〈公民館平塚市Eヲ寄
あ若

タ 128C相横内罰繁会場
ρ13自〈金〉市役所B会議

予妨援護カレンダー

重量君主自緩め ITiξ

予防接種カレンダ-49勾授期 C吉
月号) ;種宿!の程で3月22f花

水公民館、中原公民混となっていま

すか3j-J20fJ花水公民館、中原公民
館のあやまりです。言TIEいたします

き幻袋町 8

と

その広場
券穫し物・みつけ市 CllfJ売〉、主主議麗

農水産物・花吉・鶏新品評畠h 工業展

勤労青少年生活~観光写真・写真展

ホ稜麗、みんなの消費生活展、植木市、

緑色相談寄吉元農業棋戦居色みつけ市民市

彩子供みこしパレード争 11月ヨ

午後1時から歩行者支思

φ勤労罪事務のつどい月238

午前の部 宜主詫表彰式・午後の部芸

能ア忌島 市富ケゼン虫」ホ}ノレ
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お

れ
μih川
焼
4
時
め
分
本
宅
」

マ
内
容

i
m講
演
「
円
一
ム
持
候
と
こ

れ
か
ら
の
震
去
の
あ
白
方
」
「
A
J
慢の

施
設
擬
芸
の
方
向
」
⑦
研
町
討
議

φ
勤
労
青
草
生
活
文
化
緩

背
少
年
間
揮
で
は
、

い
一
作
品
童
十
一
月
二
十
三
日
か

ら
ニ
で
広
田
ま
下
原
絞
台
体
育
舘
で

ら

したい

行
う
勤
労
青
伴
仲
九
日
甲
X
把
握
の
作
品

舟
議
集
し
て
い
る
。

マ
種
は
〕
桧
扇
、
苧
工
三
、
ベ
ジ
宇

品
革
、
写
真
、
中
一
花

す
応
弊
資
格
市
内
古
住
布
勤
の
前
哨

川
円
高
少
年
(
日
議
5
お
歳
)

wv
申
込
忍
日
月
刊
貝
さ
ま
で
、

な
お
、
詳
し
い

C
と
議
青
少
年
一
授
、

〈
電
刊
で
字
6
0内
容
一
二
八
〉

へ。
令
官
時
流
紛
の
拾
得

前
川
行
致
諜
で
は
、
漂

?

ト

;

3

-

慌
し
で
い
た
次
の
ボ
ー

ト
を
保
管
し
て
い
る
。
お
心
均
一
り
む

方
は
、
行
段
議
(
電
mω
・
一
行

O
C

内
純
一
一
立
一
〉
へ
む
事
婚
を
。

マ
グ
ラ
ス

y
yイ
パ
1
製
ポ

L
ト一

隻
・
特
徴
長
吉
ニ
9

限
M
的
、
幅
一

.一
M

州
、
内
側
内
抗
告
、
外
側
左
右
白

色マ
モ
l
去
す
ポ
ー
ト
一
隻

開
制
球
問
問

mw
山
門

@
特
徴
長
さ
忌
日
前
、
間
隔
二
M

州
、
ェ

ジ
ジ
ン
護
士
一
一
九
一
↓
一
口
七
間
六

C
O
N
ニ
l
g
M
i
F六
九

多
東
海
大
学
締
結
学
祭

東
山
海
大
学
白
建
学
祭
が

豊
り
内
ト
バ
一
一
↑
τ
十
一
日
か
ら
十
一

万
四
日
ま
で
行
わ
れ
る
。
む
家
評
づ

れ
明
白
見
学
し
て
は

V
一ア
l
マE
高
高
青
春

帯
主
な
傑
物

〈
vm月
幻
自
a

一
一
一
特
一
雄
一
郎
講
演
会
一
一
る
た
め
、

広
報
紙
は
1

市
政
を
一
方
、
む
要
望
の
件
は
、
定
品
別
的

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
に
紘
級
位
争
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら

一
揖
し
て
い
4

き
ず
。
そ
の
な
い
聞
も
あ
り
$
干
J

の
で
、
限
b
れ

吉
広
場
し
と
て
霊
長
認
の
な
か
甘
掲
載
し
て
い
く
ζ

市
民
自
声
P
掲
載
す
る
こ
と
も
あ
わ
J

と
は
、
き
わ
め
て
国
難
干
す
。
し
た

ま
す
が
、
あ
〈
ま
で
も
市
政
に
問
係
が
っ
て
、
書
簡
の
問
題
と
し
て
一
検
討

す
る
も
白
に
限
っ
て
い
ま
す
。
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
〈
広
報
騨
〉

つ

い

わ

訴
時
小
山
地
か
ら
離
れ
る
と
、
問
問
枠
内
で

市
斡
育

R
2
3
か
し
が
D
や
で
、
な
に
む
と

研
究
所

に
も
札
引
っ
込
み
思
案
と
な
っ
て
し

登
校
長
官
氾
と
は
ど
ん
な
子
た
ま
う
。
従
っ
て
、
半
校
で
も
、
当

ろ
う
か
。
ヂ
ぽ
一
般
的
に
学
校
語
号
、
友
人
ら
宗
主

で
は
な
ん
f3一
間
滋
は
な
く
、
い
わ
ま
デ
、
学
校
の
さ
ま
り
d

に
は
従
蝋

ゆ
る
よ
い
子
と
み
ら
れ
て
い
あ
謁
に
従
一
つ
。

告

が

多

い

。

略

的

叫

L
1

台
児
の
特
質
は
、

ζ
の

知
的
に
も
議
し
て
一
高
く
、
単
一
議
よ
ラ
に
家
日
目
ζ

学
校
に
お
け
る
行

成
舗
に
も
間
政
閣
は
な
く
、
学
級
委
訓
郡
白
ち
が
い
に
あ
る
。
彼
自
は
、

回
同
等
に
選
出
さ
れ
る
者
ち
少
な
く
家
庭
で
は
務
室
長
し
、
お
と
な

な
い
。
敦
訴
の
抱
Tmに
診

者

総

従

さ

せ

、

思

F

ハノま

は
従
順
一
で
、
友
人
と
の

X
白
鶴
務
ま
に
必
記
出
し
て
い
る
が

舎

も

少

な

い

。

主

主

質

学

校

三

塁

て

な
必
に
、
あ
る
朝
判
決
然
噌
冗

ν動
rJ
性
格
が
よ
く
、
人
に
好

転
芸
迭
し
ら
い
雲

J
3
7
2心
か
れ
て
い
る
む
で
あ
る

し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
誠
額
融
機
対
し
か
し
、
教
師
に
従
順

し
か
し
発
佐
削
に
は
唾
可
で
、
友
人
と
の
間
柄
が

勉
強
空
間
、
む
と
し
た
仔
動
ー
い
は
関
山
よ
い
の
も
、
友
人
と
品
開
い
を
友
を

窓
か
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
性
結
ん
で
い
る
か
ら
支
は
な
〈
、
弱

格
的
に
は
パ
吉
庁
防
窓
が
ひ
七
ん
い
自
分
が
傷
つ
け
ら
れ
な
い
で
す

で
い
る
。
彼
自
は
家
庭
に
お
い
て
む
?
め
に
と
っ
て
い
ろ
溺
自
の
し

は
親
「
間
帯
的
、
依
存
的
で
十
分
か
た
に
ナ
ぎ
な
い
。
教
師
が
与
え

な
心
理
的
敵
乳
が
行
な
わ
れ
て
い
や
/
J

信
感
や
き
去
り
に
対
し
て
、
全

な
い
。
自
分
の
気
持
ち
が
い
れ
ら
力
で
答
え
る
の
も
彼
ら
で
あ
る
。

れ
な
い
と
、
口
宝
さ
か
な
か
っ
た

rめ
よ
ラ
に
、
吊
品
収
支
は
よ
い

担
、
泣
い
た
わ
六
暴
れ
た
り
し
て
子
で
あ
る
が
、
そ
白
本
賞
は
、
通
用
再

臼
分
の
欲
求
務
押
し
過
を
つ
と
す
調
印
護
育
指
伏
見
け
た

γど
も
か
、

る

ロ

腕

認

で

、

傷

つ

き

ゃ

ず

い

自

分

を

ζ
白
よ
吉
に
、
家
日
陪
引
は
り
シ
守
る
た
め
の
精
一
杯
の
直
応
の
し

マ
ン
で
、
わ
が
ま
ま
て
あ
白
、
切
か
た
な
白
で
あ
る
。

る

く

、

問

動

的

一

立

あ

っ

て

も

、

(

つ

づ

く

〉

1J'で、毅レみ深〈、開j巧ぷった顔

などしない方であった。沼初年

zmo司、 61歳で亡くなった。あ
¢頃、早河伎良FJという所イとが、鳥
羽邸の下で募金を手伝っていたむ

とも思い出されたの

既設Eデ'so.J;廷内トこは、 3主主の塔iJl
ある。鮫島の諸星久j乙符内プ担、主主

踏13年 (763)、位:職議玉羽詰 E

12m)の請を寄れて、三界万霊歪供

韓、彼我求茶話を意到してこ霊童室印港

を建立している。

また、議指ぞん;止、ノ，](3年甲

午ぐ1774)11月、プ¥東砂興一千二部

イ洪議塔を建てている。

v告の犠0mベ二、 「事約三縫
倍、山王社大多発妙典壱壱石万塔J

?担、嘉永ラ己申年(1848)4月に王室

立されている。銘によると、この

塔は議後部杵多発領山下色の産、大

僧着目法印員室きによって、混在の八

坂神社 f飯島の金支{J')杖地に建吉

られていたζとがわかる。たぶん

号車治初年、早耳治新政府む政揮ιし
て強行された、神{ム丹離のときこ

乙に移されたものと考えられる@

法部員替は、思耳珠i箆世代言替には畿

明珠
平主主IfJ飯島 Cいいしま〉は:)c金

初対に属した集落で、南全日む東

にあたる重奏耕地をある。

との飯島に皇居珠協という、ぜ主

主主の寺がある。ヱ主主手は釈迦である

が、古〈は不動;合主仏としたらし

く、飯島山不童話存の初、もある。書自

山の弘凝という[掛主、廷徳:忘年 C

1489)になくなっているから、約

50酔干三を4圭た古いマfであるの

ζζOLII門は、 u、dコゆる日iY足
p~で、桁行 5 問、高さ 3，、突

に堂々とレた構えである。品、いベ

ジヰで塗ってあるカ1-.， ~型機]ぐけや

きコで、羽確にはわからないが、

時代議造物として、璃同研究者の

喜怒主主を求めてみたいも白である。

ζの寺の23tl!鳥羽博忍部は、坂

東第 7番札所金自観音Jま光M寺を

23年間兼務された僧でその閣、金

目観者堂怯復資金調達白た比、従

日りように平揮心筋をはじめ、各

地各処を勧害事して掛かれた。南金

自の早川お延さん f故人Jといっ

しょに自宅荻車で産主Z与された主きがい

←一一一 o一一一一o一一一一

ゃく〉こマiiil力品目がとう、ごずいましたく〉。

富喜土完治自治会123京、三菱樹指113;，1;， 白木ク

ヨロンコんク3E万三、甲探ヨイ万ジズクヨブ1出;本

J

均
命

の
大
幅
な
悼
ひ
、
家
族
制
度
崩
壊
に

よ
D
、
立
校
は
年
と
っ
て
か
ら
弘
樹

か
な
け
れ
は
な
b
ぬ
引
自
に
退
い
込

苦
れ
で
い
ま
す
。
そ
ζ
で
両
国
宅
で
ア

ル
バ
イ
ト
ず
る
か
、
拍
車
宅
も
レ
」
考
え

る
の
ポ
ヤ
か
、
一
行
動
半
径
、
対
入
国

掃
の
狭
い
士
山
続
に
と
っ
て
、
仕
事
を

も
F
D
三
つ
こ
と
、
ん
仲
一
徒
さ
ん
宇
集
め
る

と
と
は
ほ
ん
と
う
γ
難
し
い
。
担
問
務

世
持
ち
な
が
ら
宗
の
持
ち
ぐ
吉
一
れ
に

安
語
義
者
間
聞
く
つ
も
り
玄
実
用
革
語

な
わ
J

ま
す
。

横
院
茶
デ
パ
ー
ト
の
伝
一
日
板
は
一
絞
を
め
ざ
し
て
一
知
強
し
て
い
ま

〈
一
主
婦
〉

「
自
宅
で
の
着
物
着
付
付
教
文
ま
ず
。

す
」
と
か
「
子
供
預
D
止
ま
ず
」
等
の

趨巡回目緩 10月16，1(水コ問中貴金霞/27臼
(1ヨコ港治氏自治会/31E-1(オ心三照製fF所/11月

1213 C火) .18日仁丹〉関西ペイント

く消費者志向に根ざす言電活街活童話

と共肉体意識〉

講師雑誌ミ商業界ミ軌範者

黒須購淳氏

く〉とき 10月24B(木〉午後2袴~

く〉ところ 聖子村証券平塚支窃

平塚市商工業巡総合指導

φ相談指専は無料
・経営全般D相談 f金融@続お E税務・情報等〉

.金融の受付けもする

ゆと器開汚 7沼

多ととろ旭公民
a担当中小企業診断士神保昇、吉越勝之

生討聾平壇市。平騒商工事務所陪平構商工会議

所・

自時305t-
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